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課題３ 小学校学期末評価 
 
CD-ROMから「課題３（小学校評価）問題」を開きます。 
 
１．表示枠の固定 
 大きな表を作っ

た時、スクロール

バーなどで、表を

動かしていくうち

に、端にある項目

が見えなくなって

しまうことがあり

ます。図では、左

の名前のところが

隠れてしまって、

誰の点数なのかわ

かりにくいですね。

これを解消するた

めにウィンドウ枠

の固定をします。移動する左上（この場合 C1）を選択します。「ウィンドウ」→「ウィン
ドウ枠の固定」をクリックします。 
 
２．観点ごとの単元テストの合計を算出 
上沢さんの知識理解のテストの合計を出します。AC3を選択します。 

日本語 offを確認し、「＝」をキーボードから打ちます。 
続いて、マウスで上沢さんの単元１の知識理解(C3)をクリック、キーボードから「＋」を入
力。以下、単元２から単元４までの知識理解の点数を足していきます。 
=C3+I3+L3+O3 (230) 

スクロールバー 
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となります。同様に科学的思考、観察・実験、興味関心・意欲態度の点数を足していきま

す。 
科学的思考は =D3+H3+M3+Q3 (150) 
観察実験は =E3+G3+J3+K3+P3 (155) 
興味関心・意欲態度は =F3+N3+R3 (75) 
となります。 
 
これを人数分複写して

いきます。今数値の入

った AC3 から AF3 ま
でを選択し、ハンドル

を右クリックしながら、

一番下の満点までドラ

ッグ、「書式なしコピ

ー」をクリックします。 
 
 
 
 
３．観点ごとの普段点の合計を算出 
単元テストと同様に４観点のそれぞれの確認テスト、ノート、発言のそれ

ぞれの上沢さんの観点の点数を入れます。 
知識理解は =S3+T3+U3 (22) 
科学的思考は =V3+Y3+AB3 (15)  
観察実験は =W3+X3 (6) 
興味関心態度意欲は =Z3+AA3 (9) 
となります。 
次に AG3から AJ3までを選択し、ハンドルを右クリックして、合計まで
ドラッグ、そして「書式なしコピー」をクリックします。 
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４．単元テストと普段点を総合しての得点化 
今回の講習では単元テストを７割、普段点を３割という割合で得点化することにします。 
つまり 
 
 
 
ということになり、いずれも満点を取ると１００点ということになります。 
さらに上沢さんの知識理解で説明します。 
 単元テストの満点 250点 上沢さん単元テストの得点 230点 ７割 
 普段点の満点    30点 上沢さんの普段点の得点  22点 ３割 
式は  
２３０／２５０×７０＋２２／３０×３０ 
ということになります。３０で割って３０をかけるのは無駄なようですが、式を複写する

ことを考えてそのままいきます。 
キーボードから、「＝」を入力、AC3 をクリック、キーボードから「／」を入力、AC26
をクリック、ファンクションキーの F4 を押す、「＊７０＋」をキーボードから入力、AG3
をクリック、キーボードから「／」を入力、AG26 をクリック、ファンクションキーの F4
を押す、「＊30」をキーボードから入力、最後に Enter キーを押します。$がつくのはいつ
で も そ の セ ル を 参 照 す る の が 変 わ ら な い と い う こ と で す 。 つ ま り

「=AC3/$AC$26*70+AG3/3*30 」 となります。 

ここで数式バーをクリックし、AC3を次のように変えます。 
「=AC3/AC$26*70+AG3/AG$26*30」 

 
片方の$を取ることにより、横への複写が可能となります。科学から意欲についても、書式
なしコピーで複写することができることになります。上沢さんの知識のハンドルを右クリ

ックし、意欲までドラッグし、「書式なしコピー」をクリックします。 
 

  

単元テストの満点 

単元テストの得点 
×７０＋ 

普段点の得点 

普段点の満点 
×３０



エクセル講習会 ～15～ 

さらに上沢さんの知理から意欲までの４つのセルを選択し、ハンドルを右クリックしたま

ま、一番下の満点までドラッグし、「書式なしコピー」をクリックします。満点のところが

いずれも１００点になっているはずです。つまり、単元テストと普段点で１００点満点に

数値化したことになります。 
 
５．◎○△の評価の算出 
 ◎、○、△の基準を次の通りとしましょう。 
 今回は条件式を使って、点数によって、自動的に評価が出るよう

に、式を立てていきましょう。 
 
 
 
 
となります。今回はこれがもうちょっと複雑になって 
 
 
 
 
 

◎ 80～100 

○ 50～79 

△ ～49 

条件式 1 
＝IF(Ａ１＞＝８０，”◎”，”○”) 
Ａ１が８０以上だったら「◎」、そうでなかったら「○」を表示しなさい。 

条件式２ 
＝IF(Ａ１＞＝８０，”◎”，ＩＦ（Ａ１＞＝５０，”○”，”△”)） 
Ａ１が８０以上だったら「◎」、そうでなくて５０以上だったら「○」、それ以外は「△」

を表示しなさい。 
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とします。 
上沢さんの知識理解 AO3には 
=IF(AK3>=80,$AS$26,IF(AK3>=50,$AS$27,$AS$28)) 
と入力して、

Enter を押し
てください。86
点なので◎に

なりましたね。 
$AS$26は◎、 
$AS$27は○ 
$AS$28 は△

の番地になり、

ここは固定な

ので、絶対番地

となります。 
 
 
あとは、セルの複写です。AO3 のセルを選択し、ハンドルを右クリックして、上沢さん
の意欲までドラッグし、「書式なしコピー」をクリック。さらに、上沢さんの知識から意欲

までを選択し、意欲のところのハンドルを右クリックし、綿貫さんまでドラッグし、同じ

く「書式なしコピー」をクリックします。 
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６．◎、○、△の数の算出 
絶対評価ですから◎がいくつついてもいいのですが、数を数えておきましょう。 
 
 
 
まず、知識理解の◎の数を数えましょう 
AO26を選択します。 
日本語 offを確認して、キーボードから「＝ＣＯＵＮＴＩＦ（」と入力、マウスで、ＡＯ３
からＡＯ２５までをドラッグ、そしてファンクションキーのＦ４を押します。さらにキー

ボードから「，ＡＳ２６」と入力し、またファンクションキーのＦ４を押します。ＡＳ２

６はクリックして入力してもいいのですが、今回、ちょうど式と重なっていましたので、

キーボードから入力しました。  
=COUNTIF($AO$3:$AO$25,$AS$26) 
◎は１０個ですね。 

これを残りの１１欄を埋めていくわけですが、これをちょっと

工夫して、絶対番地と相対番地を使って、楽をしましょう。 
ＡＯ２６をクリックし、数式バーで 
=COUNTIF(AO$3:AO$25,$AS26) 
のように$を３箇所削除してください。できたら Enterです。 
範囲が横に動くように、また、カウントする記号が下に動くよ

うに一部絶対番地を外したわけです。なぜ、そうなるのかは複

写した式をみて、じっくり考えてみましょう。 
 
これで完成です。 

条件に合うものの数を数える 
＝ＣＯＵＮＴＩＦ（範囲，数えるもの） 


